
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０ 

３月 
第２３号 

宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所） 

JR仙石線 本塩釜駅前 （２０１９年１２月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化と暖冬 

宮城でも、もう春が近づいてきた感じのこの頃です。今年は、雪も少な

く、とても過ごしやすい冬でした。朝に雨が降っていると、「えっ、雨なの。

雪でなくて。」と思うことが度々ありました。地球温暖化の影響でしょうか。 

 

雪が降らず、暖かいと生活するには楽でしたが、スキー場などの雪が

必要なところなどは大変でした。南北に長い日本で、それぞれの地域

が、これまでと同じような暑さ、寒さで四季を感じられること、「異常○○」

ではなく慣れ親しんだ「普通」を感じられることが一番幸せなのかもしれま

せん。 

令
和
、
初
め
て
の
春
を
迎
え
て 

新型コロナウイルス感染症に関するニュースが毎日大きく取り上げ

られております。学校が休校となり、またサッカーや野球など、プロス

ポーツの休止・開催延期やコンサート等が中止されたりしています。 

 

新型コロナウイルス感染症については、日々、状況が変化し、新し

い情報が提供されています。デマや間違った情報に踊らされることな

く、正しい情報をもとに冷静に行動していただければと思います。 

 

過剰に心配することなく、日頃からの感染症予防の徹底をお願いし

ます。手洗いや咳エチケットは全ての感染症の基本的な予防策で

す。 

新型コロナウイルス正しく恐れて 

東日本大震災から９年が経過します。多くの場所でハード面での復興

が進んでいます。しかし、避難所から仮設住宅へ、そして災害公営住宅

へといったように、転居や生活環境の変化が被災された方々の心に大き

な影響を及ぼしていることが課題として残っております。 

 

さらに、昨年１０月の台風１９号に伴う豪雨により多くの方が被災されま

した。管内でも、現在、仮設住宅に入居されている方々が大勢いらっしゃ

います。 

 

震災で、また台風で被災された方々の健康問題、そして「心のケア」に

ついて、地元自治体と力を合わせて取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hohusom/covid-19.html 

 

 

厚生労働省 ０１２０－５６５６５３ （9:00-21:00・フリーダイヤル） 

宮 城 県 ０２２－２１１－３８８３ （２４時間） 

被災者の心のケアに取り組みます 

宮城県の新型コロナウイルスによる感染症に関する情報 

国及び県の電話相談窓口 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hohusom/covid-19.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
２
年
１
月
22
日
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
へ
の
健
康
支
援
に
つ
い
て
考
え

る
被
災
者
健
康
支
援
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。 震

災
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
今
年
度

は
、
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
で
「
発
展
期
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
回
の
会
議
で
は
、
管
内
の
沿
岸
部
市

町
、
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
及
び
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
一
堂
に
会

し
、
今
後
の
心
の
ケ
ア
の
中
長
期
的
な
取

組
方
針
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
検
討
を

深
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
兵
庫
県
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か

ら
藤
田
昌
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
心
の
ケ
ア
の
取

組
や
問
題
点
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
現
場
の
最
前
線

で
活
動
さ
れ
た
経
験
を
踏
ま
え
た
御
助
言

は
説
得
力
が
あ
り
、
今
後
の
心
の
ケ
ア
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
宮
城
県
に
と
っ

て
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。 

会
議
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
出
席
者

か
ら
「
県
の
方
向
性
が
見
え
た
」、「
み
ん
な

で
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
と
て
も
有
意
義
な

会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

管
内
の
地
域
精
神
保
健
福
祉

活
動
の
方
向
性
を
共
有 

 

講師の兵庫県心のケアセンター 

藤田昌子先生 

意見交換でも藤田先生から 

アドバイスいただきました 

配布資料の一部（意見交換） 

講演資料の一部（藤田先生） 

企画総務班      022-363-5502 

母子・障害第二班 022-365-3153 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻井保健所長 

挨拶 塩釜地区地域医療対策委員会 

赤石会長 

地
域
と
医
療
が
連
携
し
、
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
を
予
防
す
る
取
組
を
推
進

す
る
た
め
、
令
和
元
年
12
月
12
日
に
塩

釜
地
区
地
域
医
療
対
策
委
員
会
主
催
の

研
修
会
が
塩
釜
医
師
会
医
療
社
会
活
動

セ
ン
タ
ー
大
講
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
塩
釜
保
健
所
管
内
の

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
等
の
医
療
関

係
者
、
行
政
の
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
等

約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
：
医
療
者
と
行
政
の
連
携
で
地

域
密
着
の
取
り
組
み
を
」
と
題
し
て
、
東

北
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
内
科
学
第
二

（
糖
尿
病
代
謝
内
科
）
教
授 

赤
井
裕

輝
先
生
か
ら
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 そ

の
中
で
慢
性
透
析
患
者
数
は
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
疾
患
の

第
１
位
が
糖
尿
病
性
腎
症
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
年
間
医
療
費
は
１
人
当
た
り

５
０
０
～
６
０
０
万
円
で
あ
り
、
糖
尿 

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
は
重
要
で
あ

る
と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

治
療
に
あ
た
っ
て
血
糖
や
血
圧
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
等
が
有
効
と
な
る
が
、
何
よ
り

大
事
な
の
は
家
族
の
協
力
で
あ
り
、
療
養

チ
ー
ム
の
核
は
家
族
で
あ
る
と
い
う
と
こ

ろ
が
印
象
的
で
し
た
。 

ま
た
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
対
策
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
か
か
り
つ
け
医
、
専
門
医
、
行
政

等
の
連
携
の
一
層
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。 

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

も
、
回
答
し
た
全
員
が
本
研
修
会
に
満
足

し
、
90
％
の
人
が
業
務
に
活
用
し
た
い
と

回
答
し
て
い
た
ほ
か
、「
明
日
か
ら
の
診
療

に
役
立
て
た
い
」
、
「
腎
機
能
が
低
下
し
て

い
る
患
者
様
に
対
し
て
、
積
極
的
に
声
が

け
し
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、

と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。 

糖尿病性腎症重症化予防専門委員会 

の座長（司会） 丹野先生 

か
か
り
つ
け
医
・
専
門
医
・ 

行
政
等
の
連
携
強
化
必
要 

 

講演資料の一部（赤井先生） 

東
北
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
教
授 

 

赤
井
裕
輝
先
生 

塩釜医師会医療社会活動センター 

会場は満席 

企画総務班 022-363-5502 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
元
年
８
月
28
日
、
岩
沼
市
の
岩

沼
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
仙
台
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児

童
委
員
現
任
研
修
会
を
開
催
し
、
管
内

各
市
町
村
の
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど

４
５
０
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
の
一
層
の
充
実
と
地
域
福
祉
活
動
の

促
進
を
図
り
、
広
範
な
知
識
習
得
の
機

会
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

研
修
会
で
は
、
東
北
大
学
ス
マ
ー
ト
・

エ
イ
ジ
ン
グ
学
際
重
点
研
究
セ
ン
タ
ー

部
門
長 

教
授
で
あ
る
小
坂
健
先
生
に

よ
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
地
域
共
生
社
会
へ

の
処
方
箋
」
と
の
演
題
で
御
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、
歯
の
本
数
と
健
康
寿
命

と
の
関
連
性
や
岩
沼
市
の
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
岩
沼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て

い
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
家
」
で
は
障
害
者

も
要
介
護
者
も
た
だ
支
援
さ
れ
る
側
に

な
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
も

っ
て
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
と
い
っ
た
お
話
や
、
周
り
と
楽
し

く
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
生
活
す
る
こ

と
が
薬
を
処
方
さ
れ
る
よ
り
も
効
果
的

（
社
会
的
処
方
箋
）
で
あ
る
と
い
う
デ
ー

タ
を
紹
介
す
る
な
ど
、
民
生
委
員
の
皆
様

に
は
と
て
も
興
味
深
い
内
容
と
な
り
ま

し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
の
理
解
度
・

活
用
度
と
も
に
９
割
を
超
え
「
と
て
も
強

い
印
象
を
受
け
ま
し
た
」
「
人
と
し
て
何

が
大
切
な
の
か
。
生
き
て
い
く
た
め
に
大

事
な
の
は
何
な
の
か
原
点
を
教
え
ら
れ

た
」
「
今
回
の
小
坂
先
生
の
お
話
を
も
う

一
度
聞
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

周
り
と
楽
し
く
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
効
果
的 

 

い
ま
注
目 

「
社
会
的
処
方
箋
」
に
つ
い
て
紹
介 

 

企画総務班 022-363-5502 

講演資料の一部（小坂先生） 

お さ か 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩沼支所 地域保健班 0223-22-2189 

岩
沼
支
所
地
域
保
健
班
で
は
、
「
感
染
リ

ス
ク
区
域
別
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。 

「
感
染
リ
ス
ク
別
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
」
と

は
、
施
設
内
に
お
い
て
だ
れ
で
も
適
切
か
つ

効
率
的
な
清
掃
が
行
え
る
よ
う
、
消
毒
・
洗

浄
等
の
区
別
を
明
確
に
し
、
清
掃
や
消
毒
の

方
法
等
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
マ
ッ
プ

で
す
。 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
ス
ズ
キ

記
念
病
院
佐
々
木
浩
美
看
護
部
長
に
講
師

と
し
て
御
協
力
い
た
だ
き
、
保
育
施
設
向
け

の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。 

特
に
、
①
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
嘔
吐
物
処

理
方
法
、
②
乳
幼
児
の
玩
具
の
種
類
別
洗
浄

方
法
の
２
点
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
３

サ
イ
ズ
で
壁
に
掲
示
で
き
る
形
式
と
し
た

こ
と
で
、
効
率
的
な
清
掃
方
法
が
一
目
で
わ

か
る
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
に
加
え
、
感
染
性
胃

腸
炎
の
集
団
発
生
防
止
の
た
め
の
啓
発
チ
ラ

シ
も
併
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。 

衣
類
の
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
は
保
育
施
設

で
は
通
例
で
す
が
、
嘔
吐
物
や
下
痢
便
に
は

強
力
な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
お

り
、
家
庭
内
感
染
防
止
の
た
め
適
切
な
消
毒

が
必
要
で
す
。 

そ
こ
で
、
こ
の
チ
ラ
シ
に
は
、
①
汚
染
さ
れ

た
衣
類
を
持
ち
帰
っ
た
と
き
の
処
理
方
法
、

②
持
ち
帰
っ
た
と
き
に
避
け
て
ほ
し
い
取
扱

い
、
③
適
切
な
消
毒
液
の
作
り
方
の
３
点
を

掲
載
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
処
理
方
法
の
お
す
す
め
度
を
３

段
階
で
表
現
し
、
保
護
者
に
も
伝
わ
り
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

 

前
述
の
取
組
の
管
内
へ
の
普
及
を
目
指

し
、
昨
年
12
月
に
保
育
施
設
向
け
の
感
染
症

予
防
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

佐
々
木
先
生
に
よ
る
御
講
演
の
後
、
参
加

者
全
員
に
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
と
啓
発
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
は
活
用
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
更
な
る
改
善
・
工
夫
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

感染症予防対策セミナー（マップの説明） 

感染症予防対策セミナー 

（佐々木浩美先生による御講演） 

 

感染性胃腸炎の集団発生防止のための啓発チラシ 

効
率
的
な
清
掃
法
が
一
目
で
わ
か
る 

保
育
施
設
か
ら
好
評 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
所
っ
て
こ
ん
な 

 

事
も
し
て
い
ま
す 

松
島
湾
で
海
水
を
汲
み
上
げ
る
保
健
所
職
員 

私たちの食卓にのぼる食品には、その安全性を担保するため、製造・加工す

るにあたって事業者が遵守すべき基準が法律等によって定められています。 

その中で、「生食用かき」については、「かき採取（養殖）海域の海水 100ml

あたり、大腸菌最確数※が 70 以下であること。」という基準が決められていま

す。 

当保健所では、毎年、かきむきシーズンが始まる前の 8 月下旬に、松島湾内

に設定している 17 か所の採水ポイントから海水を採取し、基準をクリアしてい

るかの確認を実施しています。 

基準がクリアできなかった場合は、合格するまで何度も検査を繰り返すこと

があります。また、海水検査の実施に当たっては、地元漁協さんの協力のもと

各採水ポイントまで漁船に乗せていただいています。 

採水時の状況 

（水温、異常の有無など）を記録 

 

塩
釜
保
健
所
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
か
を
特
集
で 

御
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
２
回
は
「
海
水
検
査
」
で
す
。 

 

海風を体で感じながら、次の採水ポイントに移動 

※ 最確数とは、食品等の試料に含まれる対象微生

物が低濃度に存在する場合に用いられる、確率論

に基づいた微生物濃度の推定方法です。 食品薬事班 022-363-5505 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩釜保健所の管内には日本三景の松島があります。 

松島への道すがら、海沿いの道でふと海に目を向けると、かきを養殖するための、や

ぐらや筏を見ることができます。そして、瑞巌寺や五大堂界隈を散策していると「松島とい

えば”かき”」といった類いのポップやのぼりを、あちらこちらに見ることができます。先日

も、「第４２回松島かき祭り」が盛大に開催され、約４万３０００人が来場したとのことです。 

松島湾で養殖されているかきは「１年子」と言われ、小ぶりで雑味が少なく生食にちょう

ど良いと評判です。 

今回は、そんな松島湾のかきと保健所の関わりについて、お話してみようと思います。 

食用とされているかきにはマガキ、イタボガキ、スミノエガ

キなどの種類がありますが、国内で養殖されているかきのほと

んどはマガキで、当然ながら松島湾で養殖されている「１年子」

のかきもマガキです。 

日本海側で収穫され、夏場に旬を迎えるイワガキもマガキの

仲間です。 

豆
知
識 

養殖されているかきはマガキ 
 

松島湾は国内最大のかきの採苗地 
 

かきは、冬から春にかけて体内に栄養分を蓄え、その栄養を素に７月から８月にか

けて産卵を行いますが、これを放卵と呼びます。かきの一斉放卵時には、海水が白く

濁って見えることがあるほどですが、これはひとつのかきが約 5,000 万～1 億個もの

卵を産むからなのです。 

孵化したかきの赤ちゃんを浮遊幼生といい、2～3 週間ほど海中を漂いながら足を

持つ付着幼生へと成長します。付着幼生は、岸壁や岩場付近を這ったり泳いだりしな

がら、お気に入りの場所を探し、気に入った場所を見つけると、足と外套膜からセメ

ント様物質を出して付着し稚貝となり、そこを生涯のすみかとして成長を始めます。 

この付着幼生の性質を利用して、ホタテガイの貝殻を連ねた採苗器を、かきの産卵

のタイミングを見計らって海中に垂下してかきの稚貝を付着させることを採苗とい

い、かきの稚貝が付着したホタテガイをかきの原盤と呼んでいます。松島湾は国内生

産の７～８割を占める国内最大の採苗地で、松島で採苗されたかきの原盤は、三重や

岡山などの国内産地に出荷されています。 

1960 年代にはフランスへの輸出も行われ、オレロンやブルターニュなどのかき養

殖地域では、輸入した「松島湾産のかき」から採苗し養殖が続けられたことから、現

在でもフランス産のかきのほとんどは、松島湾をルーツとしているのです。 

松島湾で養殖されるかきは「一年子」 
 

採苗したかきの原盤は抑制処理という一手間を加えた後、連と呼ばれるロープに付

け替え、やぐらや筏から海中に垂下して養殖されます。 

浅瀬の岩場などに付着した天然のかきは、干潮時は水面から出た状態となるため、

しっかりと殻を閉じて潮が満ちるのを待つことになりますが、かきは体内に栄養素で

あるグリコーゲンを大量に蓄えており、数日程度なら餌を摂らなくても耐えることが

できます。 

抑制処理は、稚貝のついた原盤を干潮時には海面上に出るように設置し、空気中や

太陽にさらし、また、餌を摂る時間を減らすなど、意図的に天然のかきに近い状態に

することで、環境変化への抵抗力を付け、弱い稚貝を排除することを目的として行わ

れます。 

このような手間暇をかけて養殖し、翌年秋から翌々年の春にかけて収穫するかきを

「１年子」、さらにもう 1 年養殖してから収穫するかきを「２年子」と言います。 

かきはエラから吸い込んだ海水中に含まれる植物プランクトンを餌として成長し

ます。 

松島湾は内湾で、八百八島と呼ばれる大小の島や、浦戸諸島という天然の防波堤が

あるため波も穏やかで、且つ平均水深が３メートルと浅く太陽光が届きやすいので、

かきの餌となる植物プランクトンの生育に適しています。 

餌が豊富な松島湾で養殖されるかきは、1 年間の養殖で十分に育つため、「１年子」

として収穫し出荷されるのです。 

なお、かきが餌を摂るために１日に吸い込む海水の量は、200～300 リットルとド

ラム缶１本分にも達します。 抑制処理中の原盤 

かきの原盤（拡大） 

ホタテガイの貝殻に 

付着したかきの稚貝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊洲市場の初競りとかきむきの解禁 
 

10 月 1 日は東京都豊洲市場におけるかきの初競り日です。 

かきの養殖業者の皆さんは、丹精込めて育てたかきを、初競り日にあわ

せたタイミングで水揚げし、「むき身かき」として出荷します。 

水揚げされたかきは、ドラム状の洗浄機で洗浄し、殻に付着している汚

れやイソギンチャクなどの生物を落とします。その後、滅菌海水を掛け流

ししているプールに 24 時間以上浸けこみ、かき殻の表面を洗い流すとと

もに、かきのお腹の中の大腸菌等を吐き出させる、人工浄化という処理を

行います。 

いつもは穏やかな松島湾ですが、大雨など天気が悪いときには海水が濁

るため、水揚げしたかきには、汚れや基準を超える大腸菌が含まれてしま

うこともありますが、この処理を行うことで、きれいな状態のかきを出荷

することができるのです。 

このような手順を踏んで収穫されたかきは、9 月 29 日の早朝、むき子

さん達によってかきむきされて「むき身かき」となり、豊洲を始め全国各

地へと出荷されていきます。 

かきむきの解禁日は、通常 9 月 29 日と定められていますが、かきの生

育状況によって、遅らせることもあります。 

保健所では 70回以上の監視指導や検査を実施 
 

養殖のお話が一段落したところで、保健所の役割について触れてみたい

と思います。 

かきは貝柱等の筋肉のほか中腸腺等の内蔵も含めて生食とすることか

ら、厚生労働省は生食用かきに対し「生食用かきの成分規格」及び「生食用

かきの加工基準」を定め、かきを養殖する海域の大腸菌最確数、かきに含ま

れる大腸菌最確数や保存温度等々の基準を規定しています。 

塩釜保健所では、毎年、かきのシーズン前の 8 月上旬にかき養殖業者や

かき関係事業者を対象に、食品衛生関係法令やかきの衛生的な取扱方法な

どについての説明会を開催しています。その後、特集「海水検査」にもある

ように 8 月下旬頃、松島湾内に設定している 17 か所の採水ポイントから海

水を採取し、採取（養殖）海域の基準をクリアしているか検査を実施し、検

査に合格すれば生食用のかきとして出荷が可能となります。 

塩釜保健所管内には、水揚げしたかきをむき身かきにする「かき処理場」

が、浦戸諸島にある 3 か所を含め 8 か所、むき身かきを選別し、トレイパ

ックやロケット包装に詰めて出荷する、「かき袋詰め加工業者」が 10 社あ

ります。 

塩釜保健所では、かき処理場と袋詰め加工業者をあわせ、１シーズンに 70

回以上監視指導を実施し、むき身かきの温度や冷蔵庫の温度、滅菌海水の温

度と残留塩素の測定、そして販売されるむき身かきに含まれる大腸菌など

の成分規格の検査を行うことで、松島産かきの安全安心を図っています。 

かきの栄養とおいしさ 
 

かきは「海のミルク」と言われ、ビタミン類や亜鉛・鉄などのミネラル、

アミノ酸、タウリン、グリコーゲンなどを豊富に含んでおり、牛乳のように

栄養価の高い食品で、一般的に魚介類を生食する習慣のない欧米でも生食さ

れており、日本でもかきが生食されるようになったのは、明治時代以降に欧

米の食文化が伝えられた後と言われています。 

かきは生で食べると鮮烈な磯の香りが口いっぱいに広がりつつ、蒸す、焼

く、揚げるなど熱々で食べても、磯の香りを残しつつ滋味あふれる濃厚なお

いしさを味わうことができます。 

かきを食べる際に注意をお願いしたいポイント 
 

かきのシーズンになると、消費者の皆さんはノロウイルスによる食中毒に

ついて心配されると思いますが、塩釜保健所では関係業者への衛生指導や、か

きの成分規格の検査のほか、ノロウイルスや貝毒のモニタリング検査を実施

し、安全性の確認を行っています。 

また、漁協においても定期的なノロウイルスや貝毒の自主検査を行い、安全

なかきの出荷に努めています。 

かきを食べる際は、これらの安全策が取られていることを踏まえた上で 

 

○ 調理する際は十分に加熱する 

○ 調理後の手指や調理器具は十分に洗浄する 

○ 生で食べる際は「生食用かき」と表示されているかきを購入する 

などの注意を払っていただきたいと思います。 

 

ノロウイルスや貝毒は「かきに罪はなかったりする」とか、「生食用かき」

と「加熱用かき」の違いといったお話は、また別の機会に。 

人工浄化 

かきむき 

滅菌海水の温度測定 

食品薬事班 022-363-5505 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野菜！あと 100ｇ」と「減塩！あと 3ｇ」を県民に

呼びかける、「ベジプラス 100＆塩 eco キャンペーン」

を令和元年 11 月 10 日（日）にイオンモール利府で、

11 月 16 日（土）にイオンモール富谷で開催し、延べ

600 人の参加がありました。 

 

宮城県民の食塩摂取量は男性が 11.9ｇ/日で全国ワ

ースト 1 位*¹となっています。また、野菜摂取量は特に

20～40 歳代で少なく、目標の 1 日 350g に対し、約

100g 不足*¹しています。 

 

食塩摂取を減らし（「減塩！あと 3ｇ」）、野菜摂取を

増やす（「野菜！あと 100ｇ」）ことは、全国ワースト２

位であるメタボリックシンドロームの状況*²や全国よ

り高い脳血管疾患死亡率*³の改善につながります。 

 

今回は、親子連れ等が多く訪れる土、日のイオンモー

ルを会場に、市町、病院、大学などの多団体と連携した

イベントを開催しました。 

 

野菜 350ｇの計量クイズでは、「もっと野菜を食べな

いといけない！」、「1 日の野菜量が多く驚いた！」等の

声が聞かれ、1 日の野菜摂取量の目標量を啓発する機会

になりました。 

 

また、豚汁やミネストローネの減塩料理の試食も行

ったところ「素材の味がしておいしい」と好評でした。 

 

「野菜！あと 100ｇ」と「減塩！あと 3ｇ」。皆さんも

食生活を見直してみませんか。 

 

野菜当てクイズ，野菜 350ｇ計量体験 

重量はあくまで目安です。 

野菜料理は 1日 5皿（350ｇ）を食べましょう！ 

＆ 

 
利府・富谷の 

ショッピングモールで開催 

料理例 

【出典】 

*¹：H28 国民健康・栄養調査、*²：H29 特定健診・ 

特定保健指導に関するデータ 

*³：H29 人口動態統計 特殊報告  

参考 ベジプラス 100＆塩 eco キャンペーンホームページ 

https://miyagi-vegeplus.jp/ 

健康づくり支援班 022-363-5503 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蛍光灯や水銀灯等の照明器具に取り付けられている安定器には、絶

縁油として有害物質であるポリ塩化ビフェニル（以下｢ＰＣＢ｣といいま

す。）が使用されているもの（以下｢ＰＣＢ使用安定器｣といいます。）が

あり、昭和 52 年（1977 年）3 月以前に建築･改修された建物に設置又

は保管されている可能性があります。 

 

ＰＣＢ使用安定器については『ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な

処理の推進に関する特別措置法』において、宮城県内のＰＣＢ安定器の

処分期間は令和 5 年（2023 年）3 月 31 日までと定められており、こ

の期間内にＰＣＢ使用安定器を処分しなければ罰則が適用される可能

性があります。 

 

使用中のものであっても、使用を止め、処分しなければなりませんの

で、電気工事業者に御相談の上、早期に取替えを依頼するなど、早めの

対応をお願いします。 

 

昭和 52 年（1977 年）3 月以前に建築･改修された建物を所有されて

いる方は、照明器具にＰＣＢ使用安定器が使われていないか、確認をお

願いします。また、ＰＣＢ使用安定器を使用又は保管している場合には

届出が必要ですので、管轄する保健所・支所の環境廃棄物班（仙台市内

の場合は、仙台市環境局事業ごみ減量課）まで御連絡願います。 

※蛍光灯器具は磁気式安定器が対象です。 

インバータ(電子)式安定器にはＰＣＢは使用され

ていません。 また、一般家庭用の蛍光灯器具には

ＰＣＢは使用されていません。 

 

※ＰＣＢ含有安定器の判別方法は、一般社団法人 

日本照明工業会ホームページを参照してください。 

 

 http://www.jlma.or.jp/anzen/pcb/index.htm 

日本照明工業会 HP より 

＜対象となる蛍光灯安定器の例＞ 

ＰＣＢ使用安定器を使用した照明器具 
（昭和 32年 1月から昭和 47年 8月までに製造された，以下の器具の一部として使用） 

 

処分期間は令和 5年 3月末まで 
 

 

環境廃棄物班 022-363-550１ 

http://www.jlma.or.jp/anzen/pcb/index.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年３月は「自殺対策強化月間」です。 

 

自死を考えるほど悩んでいる方は、不眠や原

因不明の体調不良を訴えるなど何らかのサイン

を発していることがあります。自死を防止する

ためには、周囲の人がこのサインに気づき、悩

みに耳を傾けることが大切です。 

 

家族や友人の様子がいつもと違うときには声

を掛け、話を聞いて、必要があれば各種相談窓

口への相談を勧めてください。 

 

こころの健康相談統一ダイヤル 

☏ 0570（064）556 

 

宮城県自死対策推進センター 

☏ 0229（23）0028 

母子・障害第二班 022（365）3153 

相談電話 

厚
生
労
働
省
の
ポ
ス
タ
ー 

速報 

県内での新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、これまで県庁に設置していた対策本部に加えて、県内各圏域にも地

方対策本部を設置し、これまで以上に迅速な情報共有を図り、感染予防や感染拡大等の防止に努めることになりました。 

仙台圏域では、宮城県仙台地方振興事務所長をトップとする「宮城県新型コロナウイルス感染症対策本部仙台地方対策

本部」を設置し、２月２５日と３月２日に宮城県仙台合同庁舎で各公所長（４２機関）を集めた会議を開催しました。 

各情報は、ホームページ等を通じて提供しています。 https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hohusom/covid-19.html 

 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hohusom/covid-19.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当たり前」の有り難きを知る 
 

雪も少なく、暖かく穏やかな冬の日々が終わりを告げ、東北にも春の訪れを感じら

れる季節となりました。 

例年ですと年４回発行している当復幸だよりですが、今年度は台風や新型ウイルス

への対応等の影響により、今号が３回目の発行となりました。 

今年度は、１０月の台風１９号による甚大な被害、年明けからの新型コロナウイル

ス感染症の拡大など、予期せぬ事態に不安を感じる方も多かったのではないでしょ

うか。 

非常時に身をもって痛感するのが、「“当たり前”がありがたい」ということ。 

「ありがたい」は漢字を当てると「有り難い」と書きますが、その語源は、「なか

なかあることではないのだから、感謝・喜びを感じよう」というお釈迦様の教えに

あるそうです。 

私たちは毎日の暮らしの中で、水が飲める、食事ができる、温かいお風呂に入れ

る、家族と過ごせる、家に帰れるといった当たり前のことに感謝することをつい忘

れがちです。 

日常が当たり前であることが「有り難い」ことだと感じながら、日々を謙虚に過ご

していきたいものです。 

また、東日本大震災や台風１９号により被災された方々にも、一日も早く「当たり

前の日常」が戻りますよう、今後も仙台保健福祉事務所・塩釜保健所として支援に

力を入れてまいります。 

 

「復
ふっ

幸
こう

だより」は、被災者生活支援事業の一環として、当所の復興支援事業やイベント等を定

期的にお知らせする情報誌です。地域の皆様が一日も早く復興され、幸せが訪れますよう、職

員一丸となって頑張ってまいります。（問い合わせ等は当所ホームページを御参照ください） 

 

 

ホームページ委員会 

 

編集後記 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）の案内図 

仙台保健福祉事務所 

（塩釜保健所）の所管市

町村図（黒川支所・岩沼

支所管内も含む） 

仙台保健福祉事務所 

（塩釜保健所）の所在地 

本所 

仙台市 

（宮城県庁） 

宮城県 

仙台保健福祉事務所周辺図（塩竈市北浜） 

【発行・問合せ先】宮城県仙台保健福祉事務所ＨＰ委員会（事務局：企画総務班） 

TEL：022-363-5502 FAX：022-362-6161 Ｅmail：sdhwfzpg@pref.miyagi.lg.jp 

岩沼支所管内 

黒川支所管内 

岩沼支所 

黒川支所 

本所管内 


